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有明海奥部干潟域における癌泥中の温度分布特性
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The t己mp巴ratur思 inthe cohεsive bottom sediments of tidal land area is one of the most 

important f呂ctorswhich influenc出 thelife呂ndthe resolution processεs of organic matters there. 

It is very important to clarify th官民mperaturedistribution in the cohesive boUom sεdiments in 

order to use effectively the tidal land arεa and conserv己 itsenvironment. 

This pap芭rdiscusses on the t巴mporaland spatial temp告raturedistribution in the cohesiv在

bottom sediments and its t己mperatureconductivity on th巴basisof the data of temp巴四ture，water 

depth， rainfall and irradianc邑 collectedat th芭obs邑rvationpoint which is installed in th邑 tidalland

area of the interior parts of the AriakεS四 inthe summεr season. 

Th芭 resultsindicatεthat the tempεrature variation with timεon the surfac日 andin the 

shallow layer of the cohesive boUom s日dimentsisvεry large， but that in its lower layer very small. 

Especially the temp在日turenεar the 30 cm depth of the coh告sivebottom sediments is almost 

constant. Th邑民mperaturεonthe surfac巴 andin th芭 shallowlay告rof thεcohesiv思 bottom

S巴dimentsis strongly influ邑ncedbyアtheirradiance and the water depth on the tidalland ar巴a，乱nd

when thεpeak time of irradiance almost coincidεs with the tim巴 offlood on th巴 tidalland， the 

temperatur巴 vari呂tionwith time on the surfacεand in the shallow layer of the cohεsive bottom 

sediments is suppress告d.The temporal and spacial v昌riationsof temperature conductivity of the 

cohesive bottom s色dimentsis very large， but its me呂nvalue is about 4 x 10-3 cm' /sεc. 

Kεy word日 temperaturεdistribution，cohesive bottom sedim色nts，tidal land， Ariake S巴a，

irradiance， tεmp告ratureconductivity 

ま え カずき

陸域と海域と る干潟域には，これら両方から多くの栄養物質が集積する φ ま

た
、
づ

により，多量の太陽エネルギーと駿素の供給を受ける@このよ

にある干潟域にはパクテリヤラ藻類などの微生物や多くのべントスが生息しlhまた
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sensors installed in the 
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of tidal 1呂nd.
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を呈した.すなわち，

向かつてi朝{立が増加し，

が減少する 8 月羽田 ~9 月 2 日にかけては一日 2 回

した環境でで計測された潟面及び潟商から深さ 5Cffi， 10c飢 15Clll ， 
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Fig. 3 Variations of irradi呂ncε~ ¥V呂terdεpth on thεtidal !and and rainfall with tIme 
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30c[誌の泣震における温度の時開的変化を示したものである.留示されるように潟誼及び潟土中

の温度は，時間的かつ位置的にかなり大きな変化を示した.すなわち，潟聞に近いほど温度の

時間的変化は大きし逆に潟街ーから深くなるほどその変化は小さしなだらかになった.例え

ば，晴天日の S 月 27 日 ~28日にかけて潟顕の温度は， 15時に36.26
0

C，また翠日の 6時30分には

24.260Cとなり，その較差は12
0

Cと非常に大きかった。しかし 9 深さ30cmの位置における温度

ti， 16時30分に26.1TC，また翌日の 6時には26.62
0

Cとなり，その較差はO‘45
0

Cと非常vこ小さ

かった e さらに，潟爵及びそれに近い深さ 5cmの{立置における温度の待問的変化は，全般的に

その変化に追隠するものとなった.しかし， 8丹27日から紅白にかけての最大自射

していたにもかかわらず¥潟面及び深さ 5cmにおける一日の最高温度は大きく

減少した.これには，計測地点における浸水時刻と日射量のどーク時刻との簡の位相関係が大

していると考えられる.すなわち， 8月27日以降，時間の経過に伴し、潟富の浸水時

ピーク時刻とが次第に接近し，了度 8月31臼に両者の時刻がほぼ A 致した。その

潟麗への底接的な日射エネルギーの性給量が減少したために， 1婦問及びその近辺の温度

上昇が抑制されたためと推測される。

5は，特徴的な温度変化を示した 8月四日， 8月23日及び、 9月1日の潟;土中の温度プロ

フィルを 2時間毎に示したものである@これらの国より品目の温度プロフィルの時間的及び空

間的変化はヲその日のうそ懐と潟面のj浸水状況によってかなり大きく変化していることが理解さ

れる@例えば，雨天の 8月四日においては，目まぐるしく変化する日射量の変化

及びその近辺の温度は激しく変化している@また，晴天の 9月 1日においてはヲ日

し始める10時頃から潟面及びその近辺のi温度は増大し9 さらに下罵へと伝導する混度の変化が

される@しかし，日射量の減少する 18日寺頃から再び日射量の増大し始める翠自の 8時頃ま

では 9 潟酉から深さ20cm付近までの議度はi減少の一途をたどっている.したがってヲこのこと

からも一日の中で大気と干潟域との間のかなり激しいエネルギー交換が行われていることが理

さtlる.

(温度拡散率)によって大きく左右される.

として，敢に次式で示される いられる 5)



139 詩書口・渡辺:有明海奥部干潟域における底泥中の温度分布特性

日む

x 3屯瑚 x ，ζ 電~ x X障害器 "x x 

3毛xxx xQ事 x

X胤 xx愈x"

x 開山崎 x

5 

10 

翠:
u 

i= 15 

告
20 

望書X X同属蹴

x X 醐鎚沼認のxx 

5 

10 

5 
去15
a噂

~ 

20 

縮施曜葬 x x 

xx X蹴 X泌伸(!)x 25 

30'-: 
10 

X 碍冊輯!)x xx 25 

30'--: 
1日 10 

Rεlationship between tεmpera-

ture conductivity (K 2) of the 

cohesive boUom sediments of 

tidal land and depth 

勝、-，
10 - 10 

K2 (CM
2/SECl 

Fig.7 

10 

Relationship bεtween tempera-

ture conductivity (Kj) of th日

cohesiv巴 bottom sediments of 

tidal land and depth 

-_"" -.< 

10' 10 
K， lCM2/SEC) 

Fig.6 

万一 1[/T・(Z2__ ZI)2 
Hl  - (logZlDl -logL1D2)2 

T.T _ .T(ZI Z2)2 
r~2 21[( t1 -t2)2 

ここに，L1Dh L1D2:深さみ及び Z2における T

( = 24hrs)時閣の間の温度較差ヲ t1，t2:深さ ZI

及び Z2における温度のピーク時期である.

(1)， (2)式はいず、れも潟土中での温度の拡散方

穆式に対する同一向の解6)から求められたもので

ある。しかし， (1)式は， 24時間の間に周期的に

変動する 2地点の温度の振幅差に注自したもの

であり，またーガヲ (2)式は， 24時間の間の温度

変動の位相差に注自したものである@

Fig. 6， 7はラそれぞれ(1)式及び(2)式より算出した温慶伝導率 K1及び Kzとそれらの平均値

(0)を各深さ毎にプロットしたものである.また， Fig.8はK1とK2とを対比したものであ

る.図示されるように各深さにおける K1及び K2の値には，日によってかなり大きなバラツキ

が見られる.この原自は定かではないがラその主なものとして(1)式及び(2)式の誘導の際に設定

された条件が必ずしも実際のものと一致していないことに起因する誤差ヲあるいは浸水と千出

による潟土中の合水量の変化の影響などが想定される.しかし，各深さにおける K1及びιの

平均植は，互いに比較的類似した分布となっている a すなわち，温度伝導率は表層付近で低く，

逆に 5cm~10cmの深さで高くなり 9 さらにその下層ではそれらの平均的な髄となっている.し

たがって，潟土中の平均的な温度f云導率は 4x 10吋 3cm'/sec程度と推測される.また，KlとK2と

は1 1の直線の回りに散在しており， (1)式， (2)式いずれの式を用いてもほぼ同じような値が

推算されると考えられる.
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この研究は，干潟域における潟土中の温度の分布及び缶導特性を明かにするために，有明海

奥部の干潟域で収集された夏季の温度や水深などの現地計測データを基に，それらの特性につ

いて検討したものである.ここで得られた主な知見を要約すると，次のようにまとめられる@

1 )潟酉及びその近辺の潟土中の温度の時間的変動は非常に大きいが，深d30倒付近のそれは

非常に小さしほぼ一定である。

2 )夏季の晴天日における潟|面及びその近辺の潟土中の温度は，日射量の高い10時ごろから 18

までは急増するが，日射量の急減する夜間から翌朝にかけては減少額向にある e

3 )潟土中の溢慶は，日射量と水深の状態によって大きく影響される.特に日射量のピーク時

刻と潟面の浸水時刻がほぼ一致する場合ヲ潟面及びその近辺の潟土中の温度の時間的変動は

大きく抑制される.

4 )潟間付近の温度伝導率は他の深さのそれに比べて低く，逆に深さ 5cm~lOcm付近のそれは

い.さらに，それより深いところではラそれらの中間的な値となっている。しかし，

中の平均的な温度指導者主は， 4 x 10-3cm'isecのオーダである.
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